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i鳥氏滑り込み
筒井氏138票差で苦杯

高自川氏雪辱、

　
致
権
翫
代
の
嬉
非
．
問
つ
箪
購
軒

顯
異
競
ー
撹
ー
総
”
選
挙
が
七
月
潔
ー
八

欝
．
膏
わ
れ
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繍
澱
党
は
候
補
蟹
不
載

と
新
党
ブ
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の
波
を
受
け
て
過
半

数
を
大
き
く
下
闇
り
濠
し
た
の

　
濠
た
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醗
繍
総
選
雛
で
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消
費
税
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の
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し
た
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薪
党
禽
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で
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．
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五
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め
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し
た
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た
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計
霞
作
成
の
背
景

　
嵩
齢
化
が
世
雰
で
も
鋼
を
箆
な
い

速
さ
で
進
行
し
、
寝
た
き
り
や
痴
泉

性
老
入
等
が
堰
撫
す
る
榊
方
で
、
家

蕨
や
地
域
の
介
護
機
能
の
低
下
、
欄

祉
二
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
、
編
祉
を

取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て

お
り
、
塞
絡
鮒
な
超
剛
齢
化
祉
金
に

対
継
し
た
祉
会
シ
ス
テ
ム
蓬
畢
忍
に

構
築
す
る
こ
と
が
謙
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。作

成
の
趣
冒

　
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
「
高
齢

饗
や
勢
体
障
欝
覆
の
保
健
描
祉
の
充

実
を
図
る
た
め
、
催
罠
に
簸
も
舟
近

な
購
村
で
雀
餐
橿
祉
サ
ー
ビ
ス
と
魔

設
編
祉
サ
ー
ビ
ス
が
き
め
綱
か
く
｝

元
的
か
）
卜
瀬
的
に
提
供
さ
れ
る
体

剃
を
整
備
す
る
』
こ
と
を
霞
指
し
て

老
人
禰
祉
法
が
改
蕉
さ
れ
、
　
「
老
人

ホ
ー
ム
等
の
入
斬
描
鶴
権
の
驚
村
移

譲
」
　
讐
懸
人
保
健
禰
後
計
醐
の
作
戒

．
獅
務
“
が
規
定
さ
れ
、
単
成
鷺
鮮
騰

月
…
欝
よ
り
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
濠
し
た
。

　
松
之
由
町
で
は
、
保
健
・
緩
媛
・

禰
無
・
糠
灘
，
蕎
・
艶
童
等
を
禽
む
総

禽
的
な
欝
醸
を
修
成
す
る
こ
と
と
し
、

鱒
の
特
姓
を
踏
ま
え
、

ω
地
域
紅
お
け
る
総
禽
ケ
ア
シ
ス
テ

　
ム
の
確
立

②
准
堪
ヶ
ア
の
推
進

㈹
釈
用
し
や
す
い
保
健
編
徹
サ
ー
ど

　
ス
及
び
鷹
療
と
の
連
携

等
を
墓
本
方
陶
と
し
て
計
癩
を
作
成

す
る
こ
と
に
な
り
豪
し
た
．

佳
民
の
二
ー
ズ

　
　
　
（
意
識
）
調
査

　
今
年
闘
摺
宋
か
潜
戴
月
末
に
か
け

て
、
熊
十
歳
か
ら
煮
牽
歳
、
　
　
．

歳
以
赴
、
障
鰭
餐
、
綴
た
き
り
彰
人

の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
慧
哉
調
嶽

を
実
施
し
ま
し
た
．

　
こ
の
調
査
に
は
硯
在
の
状
況
、
今

後
は
ど
う
さ
れ
る
か
、
ど
ん
な
要
望

を
持
っ
て
い
る
か
等
の
ヌ
騰
が
あ
り
、

集
欝
結
果
は
町
の
巻
人
保
健
禰
轍
計

画
を
作
成
す
る
た
め
の
難
要
な
資
料

と
な
り
ま
す
、

　
な
お
、
難
問
及
び
集
計
結
果
を
家

と
め
た
冊
子
が
近
沼
中
に
篶
来
北
が

る
予
定
で
す
．

計
餓
策
定
の
機
構

　
こ
の
計
爾
策
定
に
当
つ
て
、
住
残

の
蕊
…
ズ
を
反
映
し
た
購
独
特
な
欝

画
を
策
定
す
る
た
め
、
購
長
の
諮
闘

機
関
と
し
て
「
綴
祉
卜
蝋
策
疋
嬰
蝿

会
し
が
蔓
礁
さ
れ
、
牽
戴
私
の
婁
鍛

が
婆
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
婁
愚
の
構
成
は
、
罫
識
経
験
を
鳶

す
る
藩
、
畿
会
代
襲
、
行
致
機
関
及

び
醒
療
関
係
國
体
・
樵
禽
樋
雛
協
議

会
等
の
代
表
麿
、
老
人
ク
ラ
プ
・
婦

人
余
・
酵
年
鑓
・
校
長
会
・
商
黒
会

身
障
轡
等
の
代
裏
蕎
で
、
任
期
は
、
“

年
闇
で
す
。

計
画
の
策
定

　
町
畏
w
一
…
ズ
調
鷹
の
結
巣
、
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
の
結
鍛
を
踏
ま
え
て
、

購
独
自
の
計
画
と
し
て
平
成
十
二
年

濠
で
を
見
越
し
て
立
て
る
こ
と
鷺
な

り
濠
す
。

みんなそろって楽しい食事（不老閣）

　
懇
人
比
率
の
変
化
、
寝
た
き
り
や

痴
墨
樵
簸
人
の
推
移
、
不
老
簡
へ
の

入
斯
、
特
に
総
肇
介
穫
の
問
題
が
一

番
ク
雛
ー
ズ
ア
ツ
プ
愚
れ
て
き
ま
す
．

　
人
的
・
経
済
醸
を
ど
う
す
る
か
、

広
く
は
堺
校
教
轡
（
親
と
の
つ
な
が

り
）
が
今
後
禰
祉
の
原
点
と
も
な
り

ま
す
。

　
保
健
婦
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
ヅ
サ
ー
ビ

ス
の
増
強
、
冬
朗
除
繰
の
問
題
、
蒋

鷺
の
矩
籏
一
紺
策
な
ど
、
町
政
金
体
か

ら
く
後
の
橿
縫
を
考
え
る
こ
と
と
な

ろ
う
か
と
騨
い
ま
す
．

　
七
月
．
…
十
。
田
に
は
第
㎜
翻
の
策

足
餐
醐
会
が
闇
催
さ
れ
、
編
鮭
卜
醐

の
内
容
等
を
説
明
し
ま
し
た
。

実
施
に
つ
い
て

　
こ
の
欝
懸
を
も
と
に
、
町
の
編
祉

蓼
業
が
爽
施
さ
れ
る
．
楡
と
に
な
り
ま

す
、　

今
後
は
國
・
県
の
援
助
も
期
待
さ

れ
ま
す
が
、
時
の
財
政
繭
で
も
大
変

な
疇
代
を
迎
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　
人
に
や
さ
し
い
繍
祉
は
お
金
力
か

か
り
ま
す
が
、
町
罠
各
位
か
、
今
後

の
峯
砥
紅
つ
い
ヅ
、
十
分
考
え
て
い
た

だ
き
、
暖
か
い
心
で
．
｝
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
喚

　
　
　
廼
住
幾
渠
幾
　
．
簡
、
橋
篇
　
）
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i鳥氏滑り込み
筒井氏138票差で苦杯

高自川氏雪辱、

　
致
権
翫
代
の
嬉
非
．
問
つ
箪
購
軒

顯
異
競
ー
撹
ー
総
”
選
挙
が
七
月
潔
ー
八

欝
．
膏
わ
れ
、
繍
澱
党
は
候
補
蟹
不
載

と
新
党
ブ
…
ム
の
波
を
受
け
て
過
半

数
を
大
き
く
下
闇
り
濠
し
た
の

　
濠
た
、
醗
繍
総
選
雛
で
反
消
費
税
、

リ
ク
ル
ー
ト
事
件
批
魍
の
退
い
風
嶺

乗
っ
て
躍
進
し
た
祇
、
鱈
党
は
、
瓜
興

既
成
政
党
批
判
の
逆
風
を
受
け
議
廟

を
単
滅
さ
せ
ま
し
た
、

　
逆
紅
凝
党
ヅ
…
ム
に
乗
っ
た
凝
虹

党
、
鷺
塞
新
党
、
新
党
さ
き
が
け
は

順
調
紅
識
腐
を
伸
ば
し
、
　
薪
党
禽

翫
で
．
麟
議
席
を
超
え
ま
し
た
．

　
翫
漢
嬢
第
照
薩
に
は
薦
園
総
選
挙

と
岡
じ
五
人
が
嵐
候
補
し
、

を
め
ざ
し
て
激
し
し
選
拳
戦
が
展
鯛

さ
れ
ま
し
た
。

　
潮
幽
次
．
黛
に
泣
い
た
騰
絹
勝
彦
氏

は
、
　
「
冗
撮
政
治
敗
革
」
を
繭
瞬
に

講
え
ト
ッ
ヅ
’
で
返
り
咲
き
ま
し
た
．

　
　
議
席
懲
は
熾
烈
な
．
騨
い
で
、
環

職
簡
僚
（
経
済
企
薩
庁
長
霞
）
の
爾

鳥
修
氏
が
、
筒
井
儒
隆
氏
に
わ
ず
か

ご
．
一
八
蟹
藻
と
い
う
薄
氷
慶
．
踏
か
思

い
で
、
　
響
く
も
滑
り
込
み
麦
し
た
。

　
溺
麟
ト
ッ
プ
運
選
の
、
闘
舞
氏
は
既

成
野
党
へ
の
逆
風
が
響
き
、
ニ
ガ
、
一

ト
、
那
曽
の
大
纈
減
で
構
敗
し
漢
し
た
。

　
　
越
馨
氏
は
新
党
ゾ
…
ム
の
邊
い

鳳
を
又
け
、
汽
厚
響
の
大
、
翼
に
乗
せ

豪
し
た
が
、
自
祇
爾
党
の
激
戦
に
め

と
一
歩
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
．

　
繊
中
徳
光
氏
は
繭
麟
よ
り
堺
を
伸

ば
し
ま
し
た
が
、
勉
の
縢
氏
に
大
き

く
水
を
闘
け
ら
れ
家
し
た
。

　
な
お
、
翅
賦
の
確
定
薫
数
は
次
の

と
お
り
で
す
。

当
選
　
自
川
勝
膠
（
繍
罠
兀
）

　
　
　
　
　
　
　
七
六
、
　
六
九
八
、
購

当
選
　
．
聞
鳥
　
峰
（
階
難
繭
）

　
　
　
　
　
　
　
汎
九
、
二
〇
　
3

　
　
　
簡
井
儒
隆
（
後
へ
醗
）

　
　
　
　
　
　
　
烈
九
、
○
．
羅
ド

　
　
　
欝
越
　
馨
（
新
案
紙
）

　
　
　
　
　
　
　
烈
｝
、
七
、
．
硝
、
憲
、
駕

　
　
　
繊
加
徳
光
（
魚
灘
凝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
鶯
、
七
〇
六
、
軍
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計
霞
作
成
の
背
景

　
嵩
齢
化
が
世
雰
で
も
鋼
を
箆
な
い

速
さ
で
進
行
し
、
寝
た
き
り
や
痴
泉

性
老
入
等
が
堰
撫
す
る
榊
方
で
、
家

蕨
や
地
域
の
介
護
機
能
の
低
下
、
欄

祉
二
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
、
編
祉
を

取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て

お
り
、
塞
絡
鮒
な
超
剛
齢
化
祉
金
に

対
継
し
た
祉
会
シ
ス
テ
ム
蓬
畢
忍
に

構
築
す
る
こ
と
が
謙
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。作

成
の
趣
冒

　
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
「
高
齢

饗
や
勢
体
障
欝
覆
の
保
健
描
祉
の
充

実
を
図
る
た
め
、
催
罠
に
簸
も
舟
近

な
購
村
で
雀
餐
橿
祉
サ
ー
ビ
ス
と
魔

設
編
祉
サ
ー
ビ
ス
が
き
め
綱
か
く
｝

元
的
か
）
卜
瀬
的
に
提
供
さ
れ
る
体

剃
を
整
備
す
る
』
こ
と
を
霞
指
し
て

老
人
禰
祉
法
が
改
蕉
さ
れ
、
　
「
老
人

ホ
ー
ム
等
の
入
斬
描
鶴
権
の
驚
村
移

譲
」
　
讐
懸
人
保
健
禰
後
計
醐
の
作
戒

．
獅
務
“
が
規
定
さ
れ
、
単
成
鷺
鮮
騰

月
…
欝
よ
り
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
濠
し
た
。

　
松
之
由
町
で
は
、
保
健
・
緩
媛
・

禰
無
・
糠
灘
，
蕎
・
艶
童
等
を
禽
む
総

禽
的
な
欝
醸
を
修
成
す
る
こ
と
と
し
、

鱒
の
特
姓
を
踏
ま
え
、

ω
地
域
紅
お
け
る
総
禽
ケ
ア
シ
ス
テ

　
ム
の
確
立

②
准
堪
ヶ
ア
の
推
進

㈹
釈
用
し
や
す
い
保
健
編
徹
サ
ー
ど

　
ス
及
び
鷹
療
と
の
連
携

等
を
墓
本
方
陶
と
し
て
計
癩
を
作
成

す
る
こ
と
に
な
り
豪
し
た
．

佳
民
の
二
ー
ズ

　
　
　
（
意
識
）
調
査

　
今
年
闘
摺
宋
か
潜
戴
月
末
に
か
け

て
、
熊
十
歳
か
ら
煮
牽
歳
、
　
　
．

歳
以
赴
、
障
鰭
餐
、
綴
た
き
り
彰
人

の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
慧
哉
調
嶽

を
実
施
し
ま
し
た
．

　
こ
の
調
査
に
は
硯
在
の
状
況
、
今

後
は
ど
う
さ
れ
る
か
、
ど
ん
な
要
望

を
持
っ
て
い
る
か
等
の
ヌ
騰
が
あ
り
、

集
欝
結
果
は
町
の
巻
人
保
健
禰
轍
計

画
を
作
成
す
る
た
め
の
難
要
な
資
料

と
な
り
ま
す
、

　
な
お
、
難
問
及
び
集
計
結
果
を
家

と
め
た
冊
子
が
近
沼
中
に
篶
来
北
が

る
予
定
で
す
．

計
餓
策
定
の
機
構

　
こ
の
計
爾
策
定
に
当
つ
て
、
住
残

の
蕊
…
ズ
を
反
映
し
た
購
独
特
な
欝

画
を
策
定
す
る
た
め
、
購
長
の
諮
闘

機
関
と
し
て
「
綴
祉
卜
蝋
策
疋
嬰
蝿

会
し
が
蔓
礁
さ
れ
、
牽
戴
私
の
婁
鍛

が
婆
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
婁
愚
の
構
成
は
、
罫
識
経
験
を
鳶

す
る
藩
、
畿
会
代
襲
、
行
致
機
関
及

び
醒
療
関
係
國
体
・
樵
禽
樋
雛
協
議

会
等
の
代
表
麿
、
老
人
ク
ラ
プ
・
婦

人
余
・
酵
年
鑓
・
校
長
会
・
商
黒
会

身
障
轡
等
の
代
裏
蕎
で
、
任
期
は
、
“

年
闇
で
す
。

計
画
の
策
定

　
町
畏
w
一
…
ズ
調
鷹
の
結
巣
、
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
の
結
鍛
を
踏
ま
え
て
、

購
独
自
の
計
画
と
し
て
平
成
十
二
年

濠
で
を
見
越
し
て
立
て
る
こ
と
鷺
な

り
濠
す
。

みんなそろって楽しい食事（不老閣）

　
懇
人
比
率
の
変
化
、
寝
た
き
り
や

痴
墨
樵
簸
人
の
推
移
、
不
老
簡
へ
の

入
斯
、
特
に
総
肇
介
穫
の
問
題
が
一

番
ク
雛
ー
ズ
ア
ツ
プ
愚
れ
て
き
ま
す
．

　
人
的
・
経
済
醸
を
ど
う
す
る
か
、

広
く
は
堺
校
教
轡
（
親
と
の
つ
な
が

り
）
が
今
後
禰
祉
の
原
点
と
も
な
り

ま
す
。

　
保
健
婦
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
ヅ
サ
ー
ビ

ス
の
増
強
、
冬
朗
除
繰
の
問
題
、
蒋

鷺
の
矩
籏
一
紺
策
な
ど
、
町
政
金
体
か

ら
く
後
の
橿
縫
を
考
え
る
こ
と
と
な

ろ
う
か
と
騨
い
ま
す
．

　
七
月
．
…
十
。
田
に
は
第
㎜
翻
の
策

足
餐
醐
会
が
闇
催
さ
れ
、
編
鮭
卜
醐

の
内
容
等
を
説
明
し
ま
し
た
。

実
施
に
つ
い
て

　
こ
の
欝
懸
を
も
と
に
、
町
の
編
祉

蓼
業
が
爽
施
さ
れ
る
．
楡
と
に
な
り
ま

す
、　

今
後
は
國
・
県
の
援
助
も
期
待
さ

れ
ま
す
が
、
時
の
財
政
繭
で
も
大
変

な
疇
代
を
迎
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　
人
に
や
さ
し
い
繍
祉
は
お
金
力
か

か
り
ま
す
が
、
町
罠
各
位
か
、
今
後

の
峯
砥
紅
つ
い
ヅ
、
十
分
考
え
て
い
た

だ
き
、
暖
か
い
心
で
．
｝
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
喚

　
　
　
廼
住
幾
渠
幾
　
．
簡
、
橋
篇
　
）
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寸
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一
一
ま
・

　
ま
～
　
　
　
　
　
　
聾
羅
圭
　
、
　
　
　
　
’

講
蕊
軒
綴
、
胴
松
之
由
聴
掌
蓑
親
櫨
．
承

泳
大
会
が
行
わ
れ
家
し
た

　
大
会
に
は
縢
年
生
以
熱
り
翁
瞳
縫

が
滲
撫
し
、
ゾ
…
ル
廿
イ
ゼ
に
は
各

校
の
テ
ン
ト
／
張
ら
れ
、

い
趣
ぐ
選
廓
」
た
ち
に
潔
卿
L
｛
～
メ
っ
て
い

叢
し
た
凸
．

　
な
い
勲
、
　
幽
子
年
　
・
　
男
か
へ
　
・
種
柵
韻
別
レ
隔

纈
か
く
区
分
さ
れ
て
h
藍
ず
の
で
、

．
位
及
び
紙
詑
録
の
方
の
ズ
掲
載
し

ま
し
た
，
（
リ
レ
…
メ
除
く
）

　
衷
た
、
今
年
か
ら
二
汽
m
樋
目
は

バ
タ
フ
ツ
ギ
の
淋
と
な
り
・
潔
し
た
．

　
紛
　
職
菰
録
身
．
嚢
し
蛮
す
、

◎
霞
年
生
男
子

▼
汽
O
m
臨
由
形

　
小
野
塚
純
也
へ
嚢
順
）
　
4
2
秒
5

▼
一
〇
〇
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た
カ
カ
ア
天
下

主
ー
多
　
蟹
禽
女

　
　
泣
　
深
山
、
劫
の
か
、
桝

闘
驚
及
び
バ
フ
ォ
…
マ
ン
ス
賞

　
　
　
　
弱
虫
潤
太
郎

　
　
　
　
烹
籔
池
β

ライスセンター
実力伯仲！

低温倉庫竣工式

　
七
絹
一
、
十
雛
擦
然
休
養
村
セ
ン
タ

ー
で
、
7
イ
ス
セ
ン
タ
ー
（
籾
乾
燥

　
　
　
　
と
低
濃
震
鷹
の
竣
工
式

が
行
わ
れ
豪
し
た
ぴ

　
岡
施
殺
と
も
硫
之
下
線
沿
い
に
あ

り
、
仏
ア
秋
か
・
農
作
渠
の
軽
滅
　
図

ズ
た
め
潔
格
的
に
稼
動
し
ま
す
、

　
な
お
、
釜
施
又
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
韮

◎
事
、
渠
欝
　
約
二
｛
二
、
九
六
〇
芳
円

　
　
　
　
ガ
　
一
〇
〇
㎞

隠
処
理
籔
　
バ
八
O
t
ハ
艦
籾
）

麟
蕪
要
な
施
設
設
備

　
燕
”
鵬
又
ホ
ッ
．
バ
…
二
嫉
一
、
　
乾
燥
機
二

　
犠
（
野
力
な
風
至
と
一
。
近
灘
渡
で

　火力を

使
閑
し
な
い
乾
燐
襲
：
．

鵠
然
範
…
燥
な
の
で
、
ハ
サ
掛
米
以

　
t
の
震
昧
が
期
縛
で
き
る
）
、
醇

留
ビ
ン
蘇
O
t
八
纂
二
滋
t
麟

　
纂
、
籾
欝
設
欝
一
纂
、
醗
ー
礁
荷

　
設
備
一
鐵
、
霞
薫
検
糞
襲
ー
　
蟻

▼
低
温
倉
庫

⑬
馨
榮
籔
　
、
億
バ
、
繍
八
ヘ
ノ
η
円

　
　
　
　
九
〇
〇
t
　
念
ハ
ハ
）
㎏
噛
L

　
一
鷺
、
○
○
○
俵
〉

舖
鷺
要
な
施
設
設
備

　
糖
牽
機
一
式
二
購
闘
撫
り
．
、

　
○
㎏
）
、
㈹
．
綱
鰍
備
（
窯
内
を
一

　
艶
の
温
度
に
保
ち
、
米
の
　
醐
低

　
下
を
防
ぐ
装
置
で
、
一
葬
中
食
瞭

　
が
変
わ
ら
な
い
）

つな引き大会

霧

ライスセンターの最新設備をゆっくり見ました
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業
・
農
村
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講
演
会

　
　
し
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ヒ
日
午
後
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工
な
ど
で
約
一
む
万
円
の
萌
得
、

　
超
ン
シ
ー
で
農
叢
・
農
雛
問
題
講
演
　
　
る
メ
、
う
で
ょ
．

　　　　　　響
　　　　　　蔑幽

培粟　　を立グ、）は棚・溶代　　会
’を灘譜場発’で沢～進三1町、講か
野．逓沢IW、，で想、き、さ社大師鴛
菜い、さて農昌・るん長・’lqよオ．妻
の求入／く藥と・一・はのの口れ
萬めはれ・題　’一、轟相本、家
f乍’1欝ま農妻麦．／譲1ノ．卦橋裏浸饗し．♪．

り現代し季寸て矯さ幾冠交、欝な
’在にた1，、二　’、さな，さ喜澱
米は対　遼窃そ〆㌧、村ん、さ県
’ナ1、さ　　せれはでぴ、）八、代
糠ヌ、し、．，　るぞ　．3も、内．二　’表

搬農齢癸纏壌黙

灘

麟灘

一打のミスが勝欺を左右しました

　
家
た
、
米
窪
り
は
葬
作
灘
当
時
と

比
較
し
て
、
…
牽
分
の
一
の
労
力
紀
な

っ
て
い
る
の
で
、
浮
い
た
労
力
を
畑

作
”
物
に
醸
凧
中
し
て
い
る
て
う
で
す
。

　
揚
橋
さ
ん
は
水
田
が
持
つ
環
壌
保

奄
能
力
の
縫
要
性
、
米
の
輸
入
露
由

化
問
題
、
縫
懸
へ
偶
論
ハ
食
糧
の
即
．

定
酌
確
藻
）
な
ど
を
説
明
し
た
あ
と

農
家
が
縛
代
の
流
れ
に
乗
り
遅
れ
な

い
よ
う
に
、
跡
ぐ
る
み
で
臓
作
物
の

統
｝
ヅ
ラ
ン
ド
を
作
っ
た
り
、
販
売

す
る
努
々
が
必
　
　
訪
し
衷
し
た
。

（株〉吉池社長の

高橋登さん

凋

属

2
J
A
杯
親
善
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

ど　 ち　　ン　、華売　　　　1よ　ま　　　　1　舞ぎ

まヲ　（グ）　カζ　き　　．大こ　、難美　し、　メく　ノし　ご三　・ヒ

り熱心’金懲た会大郷肩鐘難　港輩　鶏嚢　グ　美蚤　舞藁　力§　ξこ　≦鮎　」　博・

垂支力書さラ欝落： 、は力這Aノも
力書　二）受　れ　　ウ　　1ま　カ・そ　・至・“　行　麟く　鷺

亭アξ、二童ン葺弱ら」．）プくわ≦塾・置汀
諺〉　韮嚢　し　　ド　フ7　σ、）　う　・ヂ　オし　葬蓼　歪蝿

れじたコま参ち13ミ親グ豪　た　 力盆　ン　vぴ　叛1グ）　．ま・　し　讐鯵　ラ

1
『
、　ぴ』）　　、　ヂ　1蒋　て）　．ゐニ　カ書　た　　与3　ウ

た　 カ、　達墨　イ　カ魔　し　チ　ジ磐　　泰　1　ン

　G』・野算シ1三能丈＝1力貸　 i、ド
　　1選　ノ旋　　ξイ　り　　。　ム　　し　　　　ン孝ミ　》ぐ

　
聾
選
リ
ー
グ
は
鷺
つ
の
ゾ
ロ
ッ
ク

に
分
か
れ
、
暴
、
を
欝
慶
．
は
鳶
ん
で
午
後

二
蒋
過
ぎ
豪
5
続
き
、
小
し
た
。

　
獄
分
た
ち
の
試
！
が
な
い
蒋
は
、

瞬
じ
集
藩
や
餐
人
ク
ラ
ヅ
の
沖
闘
序
．

応
援
し
で
、
い
象
し
た
、

　
各
ヂ
…
ム
と
も
練
習
廃
、
し
で
き
た

の
か
接
戦
が
多
！
＼
　
｝
打
の
、
、
、
ス
が

勝
敗
、
か
．
右
し
ま
し
た
．

　
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
は
予
選
り

ー
グ
で
、
魚
紅
、
孔
っ
た
鴛
チ
ー
ム
が

躰麟賞　欝》
県代表の

相沢政毒さん

出
場
し
　
優
勝
を
め
ざ
し
て
熱
戦
が

展
鯛
さ
れ
家
し
た
。

　
ま
た
、
決
勝
ト
…
ナ
メ
ン
ト
が
始

ま
る
こ
ろ
か
　
、
繭
が
降
り
出
し
豪
し

た
が
、
選
拳
た
ち
ー
繭
翼
和
轡
て
光

竃
に
ヅ
レ
…
し
て
い
轟
し
た
．

　
織
鞭
は
次
の
と
お
り
で
す

優
　
勝
　
喜
楽
チ
ー
ム

誕
整
弩
　
黒
、
着
罫
戒
A
チ
ー
ム

．
．
一
　
赦
　
贋
手
A
チ
ー
ノ
ヘ

敢
灘
賞
　
湯
本
擾
簿
会
チ
ー
ム

6

3
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
大
会

　
　
ヒ
月
．
↑
鶯
績
午
蕾
、
安
塚
時
・
　
　
　
キ
ュ
ー
ビ
ッ
ト
バ
レ
イ
ス
ギ
…
場

　
大
鵜
村
・
松
之
由
跡
の
、
郷
康
地
鐵
を
　
　
を
ス
タ
…
ト
し
た
選
灘
た
ち
は
、
烹

　
横
漸
す
る
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
大
繋
　
　
り
下
り
の
激
し
い
広
賊
婦
豊
蓬
ヶ
、
、
、

　
が
行
わ
れ
豪
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
線
を
通
り
、
ゴ
ー
ル
の
大
議
拳
、
㈹
原

4
地
域
お
こ
し
講
演
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鑑記煮の目から見た過疎問

くれました

5
松
里
保
育
所
運
動
会

　
七
鱒
黒
牽
日
午
蔚
、
松
塞
小
学
校

体
剛
館
外
壕
松
璽
保
門
暁
の
、
整
勧
欝
が

行
わ
れ
豪
し
た

　
令
“
繍
岡
旧
．
に
よ
る
薫
入
れ
は
、
赤
翻
…

白
組
と
も
岡
数
慰
な
り
、
も
う
一
蹴

挑
戦
し
家
し
た
。

　
．
…
鰻
絹
は
券
縄
の
玉
が
全
部
カ
ゴ

の
中
紅
入
り
、
幽
旧
’
　
ち
は
薫
が
い

を
め
ざ
し
て
力
｝
杯
ベ
ダ
ル
を
踏
ん

で
い
ま
し
た
。

　
、
、
○
℃
を
越
え
る
暑
漸
．
に
選
拳
た

ち
は
汗
だ
く
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

約
　
⇔
㎞
の
瀞
…
ス
を
皐
い
人
昏
、
五

十
分
、
遅
い
人
で
も
二
蒔
闘
脚
、
完
芝

し
ま
し
た
。

　
七
絹
二
十
照
鰻
ー
後
、
薦
　
潜
小

掌
絞
体
膏
館
で
地
域
お
こ
し
講
演
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
は
斯
潟
藏
報
祉
滞
莞
婁
鰻
、
の

渡
辺
誠
さ
ん
で
、
　
「
過
疎
・
、
燭
㈱
化

の
中
で
室
き
麺
び
る
た
め
に
録
と
題

し
て
、
記
蕎
）
騰
か
ら
晃
た
過
疎
問

題
等
を
議
し
て
く
れ
ま
し
た
．

　
渡
辺
さ
ん
は
適
疎
の
原
隈
と
し
て
、

｛
q
　
・
地
協
べ
り
蓼
の
驚
然
災
繁
、

②
経
済
効
率
第
一
鑑
翫
に
よ
る
農
叢

政
策
の
欠
如
、
③
｝
鄭
粥
と
農
村
の
爾

極
性
な
ど
に
的
を
絞
り
、
今
後
－
．
村

が
繊
き
残
る
た
め
に
必
要
と
思
わ
れ

る
政
策
や
、
魅
力
あ
ゆ
地
域
づ
く
り

に
つ
い
て
く
わ
し
・
話
し
ま
し
た
貸

く
つ
入
っ
て
い
る
の
か
大
善
な
，
搾
で

数
え
て
い
・
遺
し
た
臼

　
牽
た
、
お
父
さ
ん
や
お
灘
さ
ん
は
、

楽
し
そ
う
叢
、
既
技
し
て
い
る
か
わ
い

い
㈱
児
た
ら
を
、
々
メ
ラ
や
ビ
デ
オ

に
映
し
て
い
桑
し
た
、

汗だくになりながら最後の急坂に挑む選手たち
灘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黙　く糠　．爲

管貌

難
欝

園目には赤い玉が全部カゴに入りました
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鑑記煮の目から見た過疎問

くれました

5
松
里
保
育
所
運
動
会

　
七
鱒
黒
牽
日
午
蔚
、
松
塞
小
学
校

体
剛
館
外
壕
松
璽
保
門
暁
の
、
整
勧
欝
が

行
わ
れ
豪
し
た

　
令
“
繍
岡
旧
．
に
よ
る
薫
入
れ
は
、
赤
翻
…

白
組
と
も
岡
数
慰
な
り
、
も
う
一
蹴

挑
戦
し
家
し
た
。

　
．
…
鰻
絹
は
券
縄
の
玉
が
全
部
カ
ゴ

の
中
紅
入
り
、
幽
旧
’
　
ち
は
薫
が
い

を
め
ざ
し
て
力
｝
杯
ベ
ダ
ル
を
踏
ん

で
い
ま
し
た
。

　
、
、
○
℃
を
越
え
る
暑
漸
．
に
選
拳
た

ち
は
汗
だ
く
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

約
　
⇔
㎞
の
瀞
…
ス
を
皐
い
人
昏
、
五

十
分
、
遅
い
人
で
も
二
蒔
闘
脚
、
完
芝

し
ま
し
た
。

　
七
絹
二
十
照
鰻
ー
後
、
薦
　
潜
小

掌
絞
体
膏
館
で
地
域
お
こ
し
講
演
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
は
斯
潟
藏
報
祉
滞
莞
婁
鰻
、
の

渡
辺
誠
さ
ん
で
、
　
「
過
疎
・
、
燭
㈱
化

の
中
で
室
き
麺
び
る
た
め
に
録
と
題

し
て
、
記
蕎
）
騰
か
ら
晃
た
過
疎
問

題
等
を
議
し
て
く
れ
ま
し
た
．

　
渡
辺
さ
ん
は
適
疎
の
原
隈
と
し
て
、

｛
q
　
・
地
協
べ
り
蓼
の
驚
然
災
繁
、

②
経
済
効
率
第
一
鑑
翫
に
よ
る
農
叢

政
策
の
欠
如
、
③
｝
鄭
粥
と
農
村
の
爾

極
性
な
ど
に
的
を
絞
り
、
今
後
－
．
村

が
繊
き
残
る
た
め
に
必
要
と
思
わ
れ

る
政
策
や
、
魅
力
あ
ゆ
地
域
づ
く
り

に
つ
い
て
く
わ
し
・
話
し
ま
し
た
貸

く
つ
入
っ
て
い
る
の
か
大
善
な
，
搾
で

数
え
て
い
・
遺
し
た
臼

　
牽
た
、
お
父
さ
ん
や
お
灘
さ
ん
は
、

楽
し
そ
う
叢
、
既
技
し
て
い
る
か
わ
い

い
㈱
児
た
ら
を
、
々
メ
ラ
や
ビ
デ
オ

に
映
し
て
い
桑
し
た
、

汗だくになりながら最後の急坂に挑む選手たち
灘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黙　く糠　．爲

管貌

難
欝

園目には赤い玉が全部カゴに入りました

7



1
㊤
o
o
I

8

集
落
探
訪

欄
…

保
一
罫
の
赤
禽
村
の
芦
数
を
推
測
す

る
と
、
簸
低
で
も
ト
戸
紘
あ
っ
た
と

蓄
え
ら
れ
る
。

　
轍
｝
す
ぺ
り
発
生
か
ら
天
秘
絵
“
地
ま

で
の
闘
続
、
、
翫
廃
し
た
耕
地
を
棄
て

て
態
醤
に
移
っ
た
人
が
許
想
以
ヒ
に

多
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
家
た
、
親
窪
の
赤
倉
簗
落
の
対
摩

に
亦
禽
字
古
騰
敷
と
坪
野
掌
古
騰
敷

と
い
う
小
掌
名
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
坪
野
寧
古
撰
敷
は
赤
倉
掌
吉
屋
敷

よ
り
下
流
に
位
置
し
て
お
り
、
簡
小

字
を
翻
む
よ
う
に
ダ
ン
ゴ
山
が
あ
る
。

　
推
灘
だ
が
爾
村
紅
大
被
書
を
も
た

ら
し
た
地
す
べ
り
は
、
ダ
ン
．
葺
山
の

斜
藤
で
発
焦
し
た
も
の
で
、
赤
禽
村

と
坪
野
村
の
入
々
は
士
嚢
敷
か
ら
現

控
地
に
移
住
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
籍
の
北
東
部
、
東
川
下
流
在
摩
に

位
灘
し
、
北
鰯
を
県
遵
五
牽
子
軽
真

醗
線
が
通
る
。

　
松
之
山
跡
内
で
｝
爵
低
い
所
に
あ

る
集
落
で
、
集
落
牌
央
、
岡
台
紅
十
二

神
社
が
あ
る
。

　
地
窮
は
、
纂
落
の
対
燦
に
あ
る
赤

色
の
ガ
ケ
（
禽
　
思
傾
斜
地
）
に
曲

来
す
る
。

　
天
翻
二
（
ニ
ハ
八
二
）
葎
の
検
地

に
よ
る
村
蕎
は
鍛
贋
七
斗
余
、
．
群
数

三
戸
、
約
二
〇
〇
年
後
の
明
治
元
（
｝

〈
六
八
）
郊
の
栂
高
は
十
八
蕎
八
斗

余
、
戸
数
十
七
声
と
な
っ
て
い
る
。

　
明
治
二
十
二
（
…
八
八
九
｝
年
照

月
購
村
綱
が
施
行
審
れ
嚇
繊
村
大
掌

赤
倉
と
な
り
、
岡
三
十
鰯
葦
十
｝
月
、

獅
規
・
松
之
山
・
松
墨
樗
が
禽
併
し

松
之
撫
柑
大
掌
赤
禽
と
な
っ
た
．

　
赤
倉
は
松
代
購
大
字
海
老
と
擾
し

て
お
り
、
江
那
購
代
に
は
爾
轡
境
の

大
由
を
め
ぐ
っ
て
た
ぴ
た
び
争
い
が

盆
じ
て
い
る
．

　
元
禄
九
（
一
六
九
八
）
隼
鷺
は
大

由
に
五
か
所
の
境
塚
が
築
か
れ
、
境

翼
争
い
は
｝
応
決
着
し
た
。

　
県
避
鷺
十
子
平
翼
灘
線
は
十
欝
鱗

帯
へ
の
簸
短
ル
ー
ト
の
一
つ
だ
が
、

松
之
山
・
松
代
町
境
は
来
改
良
区
間

が
多
く
交
通
螺
は
少
な
い
．

　
翫
保
二
　
（
｝
穴
闘
五
）
蕉
－
に
作
成

さ
れ
た
越
後
國
絵
図
に
よ
る
赤
倉
村

の
紺
蕩
は
瓢
十
脳
石
余
、
約
照
十
無

後
に
行
わ
れ
た
天
稲
検
地
で
は
鱈
石

七
斗
濠
で
激
減
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
隣
接
す
る
坪
野
村
で
も
鷺

十
石
余
か
ら
十
六
石
三
斗
余
に
半
減

し
て
い
る
．

　
お
そ
ゆ
く
蕉
保
か
　
天
釈
の
間
に

大
規
模
な
地
す
べ
り
が
発
盆
し
、
爾

村
と
も
壊
滅
的
な
被
誌
を
受
け
た
と

思
わ
れ
る
．

　
松
之
山
郷
繭
組
く
現
往
の
松
之
山

町
域
）
の
村
々
で
、
疋
保
二
年
の
村

蕎
よ
り
明
治
光
年
の
村
商
が
下
灘
っ

て
い
る
の
は
赤
禽
村
だ
け
で
あ
る
。

　
明
治
．
兀
無
の
村
、
陶
と
芦
数
か
ら
蕉

　
集
落
中
央
轟
禽
に
十
二
神
祉
（
祭

神
。
大
山
紙
命
〉
が
あ
る
が
、
創
立

鶏
月
は
不
明
で
あ
る
。

　
藪
た
、
十
二
神
祉
は
山
の
神
で
あ

り
、
溝
内
で
は
牽
社
絶
ら
れ
て
い
る
。

　
境
内
に
は
「
山
野
神
篇
碑
（
石
碑
）

が
あ
り
、
十
二
講
が
さ
か
ん
に
行
わ

れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
．

　
山
神
を
十
二
様
と
呼
ぶ
地
方
は
多

集落中央高台にある十二神社

境内には由の神である十二様を肥る「撫野神」碑

がある

く
、
出
で
仕
事
を
す
る
人
た
ち
は
、

…
拷
十
蕊
鷺
韓
山
の
神
に
供
え
物
を

上
げ
て
祝
っ
ギ
、
い
た
、

　
こ
れ
が
十
　
薄
と
よ
ば
れ
る
山
の

神
轍
、
、
り
で
あ
る
ぴ

　
十
　
講
で
は
、
木
ま
た
は
山
竹
で

作
ら
れ
た
鰯
と
、
カ
ラ
コ
が
十
二
欄

（
、
個
の
と
こ
ろ
も
あ
る
）
入
れ
ら

れ
た
翼
包
を
供
え
物
と
し
て
、
苗
代

へ
の
道
、
蜘
遵
の
購
つ
角
、
神
祇
の

境
内
な
ど
韓
供
え
た
心

　
．
月
十
二
鷺
に
は
十
二
様
が
山
か

ら
、
下
り
、
秋
の
穏
刈
り
後
に
は
山
に

帰
る
と
い
い
、
冬
期
聞
は
十
二
粒
の

神
は
留
守
に
な
る
と
も
い
わ
れ
て
い

た
．　

こ
の
こ
と
か
ら
、
赤
禽
で
は
牽
二

様
を
通
年
羅
ら
れ
る
よ
う
、
十
二
神

祉
境
内
に
「
山
野
神
篇
牌
を
建
立
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
．

　
築
落
南
方
轟
台
に
二
十
三
夜
繕
が

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
ル
し
ア
ヘ
　
や
　
ぎ
ま

　
二
十
三
夜
講
は
三
夜
様
と
い
っ
て
、

赤
愈
で
も
盛
ん
紀
儒
仰
さ
れ
て
い
た
。

　
簿
月
二
十
三
爾
に
な
る
と
講
祷
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
え
サ
と
ウ

講
鰻
が
集
ま
り
、
月
の
出
ま
で
勤
行

し
、
持
ち
寄
り
の
御
馳
瀧
を
食
べ
て

話
し
禽
い
、
二
十
鷺
夜
の
月
の
出
を

拝
し
て
帰
完
し
た
。

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
取
っ
た
ら
年
金
証
書
を
提
出
し
ま
し
ょ
う

　
老
齢
橿
紙
郊
金
を
裳
け
て
い
る
方

は
、
八
爆
覇
の
単
金
を
受
け
取
つ
た

ら
速
や
か
に
，
翻
観
馨
蓮
薦
瀧
し
を
、

帯
購
栂
役
場
の
照
幾
年
金
係
へ
提
繍

し
て
く
だ
さ
い
り

長
い
入
生
、

　
就
職
や
績
婚
な
ど
で
職
業
や
盤
活

パ
タ
；
ン
が
変
わ
メ
と
、
　
瞬
一
鋭
年
金

の
繍
繊
・
、
聾
続
き
が
必
要
で
ず
．

　
團
簾
年
金
の
頒
入
蓄
は
、
窮
…
畢

被
保
険
餐
（
自
照
糞
蔑
や
鉾
駐
）
・

第
。
．
被
保
鹸
薇
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

や
O
L
）
　
・
第
　
　
ン
”
級
保
険
暫
（
サ

　
　
　
　
　
］
ー
噌
ー
蘇
ψ
…
コ
｝

　
　
　
　
璽
．

　～こんなとき、こんな繧出を！～

r
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鐸
金
が
驚
額
支
給
停
止
轍
な
つ
ザ
、

い
る
方
も
提
餓
が
必
要
で
す
。

　
藻
叢
が
提
出
さ
れ
る
と
、
漸
得
の

状
況
や
虹
牽
維
持
潤
係
な
ど
を
欝
奄

し
、
藻
詳
ヒ
月
ま
で
の
年
金
が
受
け

　
れ
る
か
ど
う
か
が
湯
羅
さ
れ
ま
す
、
一

　
鑓
鍵
罫
金
薮
颯
の
提
ま
が
な
い
と
、

瑠
概
の
支
給
決
竃
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
忘
れ
な
い
よ
つ
に
し
窪
し
ょ
う
。
岬

こ
ん
な
と
き
に
年
金
の
屈
出
・
手
続
き
が
必
要
で
す

　
　
　
　
　
一
　
　
ン

　
　
　
　
　
曜
　
l

i
…
…
ふ
…
…
；
r
…
…
…

　
　
　
　
　
㎜
マ

　
　
　
　
　
ご

　
　
　
　
　
㎜
り

　
　
　
翰
畷

　
　
　
　
　
、
丹

　
　
　
鐸

　
　
　
　
“
　
皿

　
　
　
　
　
　
壱
厚

　
　
　
　
　
．
斐
㎜

　
　
　
渥
5

　
　
　
　
謡
’
画

　
　
　
　
　
　
女

　
　
　
ノ
ヌ

　
　
　
　
か

　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
疫

　
　
　
馨
　
碁

　
　
　
　
　
　
　
サ
レ
リ

　
　
　
　
　
　
、
承
㌔
／
’

　
　
　
　
　
、
寒
．
薬
彊

　
　
　
　
べ
ぱ

　
　
岬
鋸

　
　
　
サ
ひ
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
｛
3
『
亨
㎜
第

　
　
　
　
ダ

　
　
　
　
ゥ
　
㎜
呼

　
　
　
　
壕
　
｛
第

ラ
リ
ー
マ
ン
の
輿
さ
ん
）
の
。
ノ
に

分
け
ら
れ
ま
す
、

　
こ
の
被
保
険
餐
の
種
簸
．
が
変
わ
る

た
び
に
、
麟
鋭
年
金
の
種
甥
変
蔓
の

舜
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
鶴
繊
を
憲
れ
て
い
る
と
、
年
金
が

減
額
さ
れ
た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な

っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
ザ
の
で

、
無
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
窟
出
は
寮
臨
村
役
場
の
瞬
斑
年
金

の
窓
欝
じ
行
い
ま
す
。

　
印
鑑
・
葬
金
手
帳
・
健
康
保
険
翻

な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
忘

れ
ず
に
持
藻
、
し
て
く
だ
さ
い
。

　
第
　
．

　
碗

　
跨
・

　
ウ
ゆ

　
第

．
業

　
転

　
い
廓
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灘
藩
撰
晦
．
の
蟹
鑛
、
道
鐡
幾
鐵
、

　
先
局
響
で
下
水
道
繍
入
灘
を
報
無

し
濠
し
た
が
、
未
燃
入
で
あ
）
た
方

か
ら
も
少
し
ず
つ
で
は
牽
り
ま
す
が
、

撫
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
濠
ザ
．

　
筆
承
遵
係
で
は
、
藻
鰐
か
ら
の
管

渠
£
事
の
璽
施
縫
陶
け
ず
、
準
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
紅
餐
に

必
要
な
地
形
図
（
ド
瀬
図
）
を
遺
く

作
成
す
る
こ
と
紅
な
り
ま
し
た
。

　
つ
港
ま
し
て
は
、
そ
の
灘
傭
と
し

て
八
趨
燐
蟹
畷
か
ら
灘
。
難
嚢
爵
が
辮

（麩本）

勢分護賜書　1
　　　　　氏　　名

　　　　　平成　　年　　月　　濤

　　　　　中野灘簸航業㈱、L越支店

　轄一蝉

転
ン鱗

醐
処
理
難
域
内
の
測
蝋
を
始
め
家
す

の
で
、
繊
舷
表
の
ご
協
力
を
お
瀬
い

し
ま
挙
。

　
濠
た
、
測
難
は
糠
入
・
東
撫
入
鑓

か
か
わ
・
，
ず
、
釜
蟹
の
大
奏
さ
の
確

認
の
た
め
蒙
の
ま
わ
り
を
調
奮
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
鼻

　
な
お
、
湖
葦
業
鞍
の
方
は
聴
が
発

行
し
た
舞
分
羅
睨
灘
（
兇
牢
参
照
）

茄
研
持
し
て
い
ま
す
顎

　．．1二記σ）1蓄は、下水遵法第32条蓋項の規建により、

纏人0）．土翅墾こ立ち入ることができる讐であることを舐

する。

臼
　
総

月
月

夢
年

成
成

蓄
　
　
　
誓

発行年月

薄効期鰻

任命権饗松之由町長欝山政光印

一皿　　　　　　一　　　　　　｝　　　　　｝　　　　　｝　　　　｛　　　　｝　　　　｝　　　噛　　　｝　　髄　　騨　鴨　｝　刷一
一㎜

9



1
㊤
o
o
I

8

集
落
探
訪

欄
…

保
一
罫
の
赤
禽
村
の
芦
数
を
推
測
す

る
と
、
簸
低
で
も
ト
戸
紘
あ
っ
た
と

蓄
え
ら
れ
る
。

　
轍
｝
す
ぺ
り
発
生
か
ら
天
秘
絵
“
地
ま

で
の
闘
続
、
、
翫
廃
し
た
耕
地
を
棄
て

て
態
醤
に
移
っ
た
人
が
許
想
以
ヒ
に

多
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
家
た
、
親
窪
の
赤
倉
簗
落
の
対
摩

に
亦
禽
字
古
騰
敷
と
坪
野
掌
古
騰
敷

と
い
う
小
掌
名
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
坪
野
寧
古
撰
敷
は
赤
倉
掌
吉
屋
敷

よ
り
下
流
に
位
置
し
て
お
り
、
簡
小

字
を
翻
む
よ
う
に
ダ
ン
ゴ
山
が
あ
る
。

　
推
灘
だ
が
爾
村
紅
大
被
書
を
も
た

ら
し
た
地
す
べ
り
は
、
ダ
ン
．
葺
山
の

斜
藤
で
発
焦
し
た
も
の
で
、
赤
禽
村

と
坪
野
村
の
入
々
は
士
嚢
敷
か
ら
現

控
地
に
移
住
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
籍
の
北
東
部
、
東
川
下
流
在
摩
に

位
灘
し
、
北
鰯
を
県
遵
五
牽
子
軽
真

醗
線
が
通
る
。

　
松
之
山
跡
内
で
｝
爵
低
い
所
に
あ

る
集
落
で
、
集
落
牌
央
、
岡
台
紅
十
二

神
社
が
あ
る
。

　
地
窮
は
、
纂
落
の
対
燦
に
あ
る
赤

色
の
ガ
ケ
（
禽
　
思
傾
斜
地
）
に
曲

来
す
る
。

　
天
翻
二
（
ニ
ハ
八
二
）
葎
の
検
地

に
よ
る
村
蕎
は
鍛
贋
七
斗
余
、
．
群
数

三
戸
、
約
二
〇
〇
年
後
の
明
治
元
（
｝

〈
六
八
）
郊
の
栂
高
は
十
八
蕎
八
斗

余
、
戸
数
十
七
声
と
な
っ
て
い
る
。

　
明
治
二
十
二
（
…
八
八
九
｝
年
照

月
購
村
綱
が
施
行
審
れ
嚇
繊
村
大
掌

赤
倉
と
な
り
、
岡
三
十
鰯
葦
十
｝
月
、

獅
規
・
松
之
山
・
松
墨
樗
が
禽
併
し

松
之
撫
柑
大
掌
赤
禽
と
な
っ
た
．

　
赤
倉
は
松
代
購
大
字
海
老
と
擾
し

て
お
り
、
江
那
購
代
に
は
爾
轡
境
の

大
由
を
め
ぐ
っ
て
た
ぴ
た
び
争
い
が

盆
じ
て
い
る
．

　
元
禄
九
（
一
六
九
八
）
隼
鷺
は
大

由
に
五
か
所
の
境
塚
が
築
か
れ
、
境

翼
争
い
は
｝
応
決
着
し
た
。

　
県
避
鷺
十
子
平
翼
灘
線
は
十
欝
鱗

帯
へ
の
簸
短
ル
ー
ト
の
一
つ
だ
が
、

松
之
山
・
松
代
町
境
は
来
改
良
区
間

が
多
く
交
通
螺
は
少
な
い
．

　
翫
保
二
　
（
｝
穴
闘
五
）
蕉
－
に
作
成

さ
れ
た
越
後
國
絵
図
に
よ
る
赤
倉
村

の
紺
蕩
は
瓢
十
脳
石
余
、
約
照
十
無

後
に
行
わ
れ
た
天
稲
検
地
で
は
鱈
石

七
斗
濠
で
激
減
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
隣
接
す
る
坪
野
村
で
も
鷺

十
石
余
か
ら
十
六
石
三
斗
余
に
半
減

し
て
い
る
．

　
お
そ
ゆ
く
蕉
保
か
　
天
釈
の
間
に

大
規
模
な
地
す
べ
り
が
発
盆
し
、
爾

村
と
も
壊
滅
的
な
被
誌
を
受
け
た
と

思
わ
れ
る
．

　
松
之
山
郷
繭
組
く
現
往
の
松
之
山

町
域
）
の
村
々
で
、
疋
保
二
年
の
村

蕎
よ
り
明
治
光
年
の
村
商
が
下
灘
っ

て
い
る
の
は
赤
禽
村
だ
け
で
あ
る
。

　
明
治
．
兀
無
の
村
、
陶
と
芦
数
か
ら
蕉

　
集
落
中
央
轟
禽
に
十
二
神
祉
（
祭

神
。
大
山
紙
命
〉
が
あ
る
が
、
創
立

鶏
月
は
不
明
で
あ
る
。

　
藪
た
、
十
二
神
祉
は
山
の
神
で
あ

り
、
溝
内
で
は
牽
社
絶
ら
れ
て
い
る
。

　
境
内
に
は
「
山
野
神
篇
碑
（
石
碑
）

が
あ
り
、
十
二
講
が
さ
か
ん
に
行
わ

れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
．

　
山
神
を
十
二
様
と
呼
ぶ
地
方
は
多

集落中央高台にある十二神社

境内には由の神である十二様を肥る「撫野神」碑

がある

く
、
出
で
仕
事
を
す
る
人
た
ち
は
、

…
拷
十
蕊
鷺
韓
山
の
神
に
供
え
物
を

上
げ
て
祝
っ
ギ
、
い
た
、

　
こ
れ
が
十
　
薄
と
よ
ば
れ
る
山
の

神
轍
、
、
り
で
あ
る
ぴ

　
十
　
講
で
は
、
木
ま
た
は
山
竹
で

作
ら
れ
た
鰯
と
、
カ
ラ
コ
が
十
二
欄

（
、
個
の
と
こ
ろ
も
あ
る
）
入
れ
ら

れ
た
翼
包
を
供
え
物
と
し
て
、
苗
代

へ
の
道
、
蜘
遵
の
購
つ
角
、
神
祇
の

境
内
な
ど
韓
供
え
た
心

　
．
月
十
二
鷺
に
は
十
二
様
が
山
か

ら
、
下
り
、
秋
の
穏
刈
り
後
に
は
山
に

帰
る
と
い
い
、
冬
期
聞
は
十
二
粒
の

神
は
留
守
に
な
る
と
も
い
わ
れ
て
い

た
．　

こ
の
こ
と
か
ら
、
赤
禽
で
は
牽
二

様
を
通
年
羅
ら
れ
る
よ
う
、
十
二
神

祉
境
内
に
「
山
野
神
篇
牌
を
建
立
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
．

　
築
落
南
方
轟
台
に
二
十
三
夜
繕
が

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
ル
し
ア
ヘ
　
や
　
ぎ
ま

　
二
十
三
夜
講
は
三
夜
様
と
い
っ
て
、

赤
愈
で
も
盛
ん
紀
儒
仰
さ
れ
て
い
た
。

　
簿
月
二
十
三
爾
に
な
る
と
講
祷
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
え
サ
と
ウ

講
鰻
が
集
ま
り
、
月
の
出
ま
で
勤
行

し
、
持
ち
寄
り
の
御
馳
瀧
を
食
べ
て

話
し
禽
い
、
二
十
鷺
夜
の
月
の
出
を

拝
し
て
帰
完
し
た
。

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
取
っ
た
ら
年
金
証
書
を
提
出
し
ま
し
ょ
う

　
老
齢
橿
紙
郊
金
を
裳
け
て
い
る
方

は
、
八
爆
覇
の
単
金
を
受
け
取
つ
た

ら
速
や
か
に
，
翻
観
馨
蓮
薦
瀧
し
を
、

帯
購
栂
役
場
の
照
幾
年
金
係
へ
提
繍

し
て
く
だ
さ
い
り

長
い
入
生
、

　
就
職
や
績
婚
な
ど
で
職
業
や
盤
活

パ
タ
；
ン
が
変
わ
メ
と
、
　
瞬
一
鋭
年
金

の
繍
繊
・
、
聾
続
き
が
必
要
で
ず
．

　
團
簾
年
金
の
頒
入
蓄
は
、
窮
…
畢

被
保
険
餐
（
自
照
糞
蔑
や
鉾
駐
）
・

第
。
．
被
保
鹸
薇
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

や
O
L
）
　
・
第
　
　
ン
”
級
保
険
暫
（
サ

　
　
　
　
　
］
ー
噌
ー
蘇
ψ
…
コ
｝

　
　
　
　
璽
．

　～こんなとき、こんな繧出を！～

r
　ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　っ
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鐸
金
が
驚
額
支
給
停
止
轍
な
つ
ザ
、

い
る
方
も
提
餓
が
必
要
で
す
。

　
藻
叢
が
提
出
さ
れ
る
と
、
漸
得
の

状
況
や
虹
牽
維
持
潤
係
な
ど
を
欝
奄

し
、
藻
詳
ヒ
月
ま
で
の
年
金
が
受
け

　
れ
る
か
ど
う
か
が
湯
羅
さ
れ
ま
す
、
一

　
鑓
鍵
罫
金
薮
颯
の
提
ま
が
な
い
と
、

瑠
概
の
支
給
決
竃
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
忘
れ
な
い
よ
つ
に
し
窪
し
ょ
う
。
岬

こ
ん
な
と
き
に
年
金
の
屈
出
・
手
続
き
が
必
要
で
す

　
　
　
　
　
一
　
　
ン

　
　
　
　
　
曜
　
l

i
…
…
ふ
…
…
；
r
…
…
…

　
　
　
　
　
㎜
マ

　
　
　
　
　
ご

　
　
　
　
　
㎜
り

　
　
　
翰
畷

　
　
　
　
　
、
丹

　
　
　
鐸

　
　
　
　
“
　
皿

　
　
　
　
　
　
壱
厚

　
　
　
　
　
．
斐
㎜

　
　
　
渥
5

　
　
　
　
謡
’
画

　
　
　
　
　
　
女

　
　
　
ノ
ヌ

　
　
　
　
か

　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
疫

　
　
　
馨
　
碁

　
　
　
　
　
　
　
サ
レ
リ

　
　
　
　
　
　
、
承
㌔
／
’

　
　
　
　
　
、
寒
．
薬
彊

　
　
　
　
べ
ぱ

　
　
岬
鋸

　
　
　
サ
ひ
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
｛
3
『
亨
㎜
第

　
　
　
　
ダ

　
　
　
　
ゥ
　
㎜
呼

　
　
　
　
壕
　
｛
第

ラ
リ
ー
マ
ン
の
輿
さ
ん
）
の
。
ノ
に

分
け
ら
れ
ま
す
、

　
こ
の
被
保
険
餐
の
種
簸
．
が
変
わ
る

た
び
に
、
麟
鋭
年
金
の
種
甥
変
蔓
の

舜
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
鶴
繊
を
憲
れ
て
い
る
と
、
年
金
が

減
額
さ
れ
た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な

っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
ザ
の
で

、
無
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
窟
出
は
寮
臨
村
役
場
の
瞬
斑
年
金

の
窓
欝
じ
行
い
ま
す
。

　
印
鑑
・
葬
金
手
帳
・
健
康
保
険
翻

な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
忘

れ
ず
に
持
藻
、
し
て
く
だ
さ
い
。

　
第
　
．

　
碗

　
跨
・

　
ウ
ゆ

　
第

．
業

　
転

　
い
廓

　
窯

　
が

　
マ

　
｝

　
み
ノ

　
、
雪

i
i
、
多
…
美
…
…
i
…
i
…
”
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灘
藩
撰
晦
．
の
蟹
鑛
、
道
鐡
幾
鐵
、

　
先
局
響
で
下
水
道
繍
入
灘
を
報
無

し
濠
し
た
が
、
未
燃
入
で
あ
）
た
方

か
ら
も
少
し
ず
つ
で
は
牽
り
ま
す
が
、

撫
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
濠
ザ
．

　
筆
承
遵
係
で
は
、
藻
鰐
か
ら
の
管

渠
£
事
の
璽
施
縫
陶
け
ず
、
準
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
紅
餐
に

必
要
な
地
形
図
（
ド
瀬
図
）
を
遺
く

作
成
す
る
こ
と
紅
な
り
ま
し
た
。

　
つ
港
ま
し
て
は
、
そ
の
灘
傭
と
し

て
八
趨
燐
蟹
畷
か
ら
灘
。
難
嚢
爵
が
辮

（麩本）

勢分護賜書　1
　　　　　氏　　名

　　　　　平成　　年　　月　　濤

　　　　　中野灘簸航業㈱、L越支店

　轄一蝉

転
ン鱗

醐
処
理
難
域
内
の
測
蝋
を
始
め
家
す

の
で
、
繊
舷
表
の
ご
協
力
を
お
瀬
い

し
ま
挙
。

　
濠
た
、
測
難
は
糠
入
・
東
撫
入
鑓

か
か
わ
・
，
ず
、
釜
蟹
の
大
奏
さ
の
確

認
の
た
め
蒙
の
ま
わ
り
を
調
奮
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
鼻

　
な
お
、
湖
葦
業
鞍
の
方
は
聴
が
発

行
し
た
舞
分
羅
睨
灘
（
兇
牢
参
照
）

茄
研
持
し
て
い
ま
す
顎

　．．1二記σ）1蓄は、下水遵法第32条蓋項の規建により、

纏人0）．土翅墾こ立ち入ることができる讐であることを舐

する。

臼
　
総

月
月

夢
年

成
成

蓄
　
　
　
誓

発行年月

薄効期鰻

任命権饗松之由町長欝山政光印

一皿　　　　　　一　　　　　　｝　　　　　｝　　　　　｝　　　　｛　　　　｝　　　　｝　　　噛　　　｝　　髄　　騨　鴨　｝　刷一
一㎜

9



1
卜
o
o
l

　　　　　　　懸曝鐵

　　　　　　　　鍵難難饗騰鱗擬

　
七
増
↑
日
夜
、
鵜
民
体
育
餓
で
第

穴
圃
な
が
な
わ
と
び
左
会
が
行
わ
れ

童
し
た
．

　
費
選
川
、
は
十
一
チ
…
ム
が
｛
警
加
ー
、
、

勉
の
チ
！
ム
の
闘
数
鵜
、
戴
に
し
な
が

　
　
　
　
　
ラ
て
い
ま
し
た
、

　
静
選
鍛
後
は
臨
年
度
、
位
の
ビ
…

ズ
チ
ー
ム
と
二
蘇
の
松
獄
’
ビ
ッ
ツ

チ
…
ム
で
、
議
o
が
簡
蟻
に
予
選
を

題
過
．
る
も
の
と
思
っ
、
て
い
家
し
た
。

　
し
か
し
、
　
㎜
圃
鷺
の
成
績
が
予
選

趨
懸
ど
こ
ろ
か
最
ド
位
墾
い
に
近
い

繍
交
の
た
め
、
．
一
鰍
瀬
転
は
相
覇
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た

　
黒
チ
ー
ム
と
も
．
皿
回
麟
幹
、
晒
数
を

増
や
し
家
し
た
が
、
結
禰
．
学
選
通
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醗

　
郡
内
に
は
数
々
の
文
化
財
・
史
跡

翰
瀞
が
残
さ
れ
て
い
塞
す
、

　
売
人
の
築
い
た
歴
史
の
足
跡
を
訪

ね
、
郷
士
の
素
購
　
し
さ
を
霧
発
艶

し
て
み
ま
せ
ん
か
、

　
藁
な
視
察
地
は
板
由
響
動
尊
、
虫

川
大
杉
、
燃
鶯
愉
購
な
ど
で
す
．

▼
期
　
β
　
八
月
二
十
薫
9
（
月
｝

▼
定
　
員
　
照
十
名

▼
縫
　
費
　
鰹
食
代
等
着
干
あ
り

▼
串
込
み
　
八
月
二
十
繍
ま
で
紅
公

　
　
　
　
　
熊
館
へ

㌧
で
ン
に
懸
し
豪
ー
　
、
丸
し
た
．

　
決
勝
戦
は
六
チ
ー
ム
で
行
わ
れ
、

で
選
か
ら
安
定
し
て
い
た
L
蝦
池
A

チ
ー
ム
が
逃
げ
切
り
蛋
し
た
、

　
豪
た
、
決
勝
戦
で
∵
⇔
○
瞬
を
超

え
斉
、
．
．
あ
ー
ム
は
、
す
べ
て
熱
布
川

地
区
の
チ
ー
ム
で
し
た
．

　
結
果
は
次
ω
と
お
り
で
す
．

▼
決
勝
戦
成
績

｝
戴
　
ヒ
鍛
池
A
　
　
　
、
．
難
翻

二
伶
貼
　
鵡
羅
川
　
．
響
　
　
　
　
　
一
二
山
ハ
醐
一

、
、
．
鷺
　
蹴
ヶ
池
　
　
　
　
一
　
）
団

▼
ジ
ャ
ン
プ
賞
（
予
選
の
成
績
）

一
泣
　
上
蝦
池
A
　
　
　
…
｝
一
圃

二
蝕
　
褻
絹
一
弩
　
　
　
　
九
．
翻

三
γ
嚇
　
ぐ
鴇
」
ー
　
　
　
　
　
　
　
＼
（
｝
ノ
嚢

　
皿
質
　
　
・
；
看
鱒
「
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ブ
　
【

　
畏
俗
資
料
館
ぐ
は
、
九
月
か
ら
特

瑚
展
の
瀾
催
（
保
坂
蒸
泉
展
）
を
セ

定
し
て
い
ま
す
、

　
故
保
坂
薫
衆
氏
は
鶏
、
撒
膓
勢
で
、

観
翰
．
！
、
牌
f
弩
　
駒
沢
大
挙
教
授
、
隅

大
学
総
蓬
を
膜
鉦
す
る
な
ど
、
多
方

醐
鑓
わ
た
っ
て
活
躍
さ
れ
る
一
方
、

芸
術
文
化
諏
に
お
け
タ
瀬
動
み
纈
欝

で
、
難
を
申
心
に
数
々
の
作
赫
を
遺

さ
れ
て
い
家
す
、

　
R
泉
歳
の
璽
、
（
灘
に
醸
ら
ず
ど

ん
な
も
の
で
も
結
構
で
す
〉
を
所
霧

さ
れ
て
い
る
方
で
．
特
瑚
展
に
お
貸

し
い
た
だ
け
る
方
は
公
一
疑
館
“
豪
で
ご

一
報
く
だ
さ
い
。

▼
保
坂
玉
集
略
歴

○
明
治
二
十
事
五
月
十
置
細
生
ま
れ

o
大
配
狂
年
　
駒
沢
大
学
教
授

○
昭
瀦
三
年
　
観
　
野
二
十
魁
世

o
昭
秘
十
年
　
駒
沢
大
掌
教
授

（
ー
轍
　
ー
一
．
…
罫
七
月
　
文
掌
博
勲

○
岡
年
八
月
　
駒
沢
大
学
総
幾

Q
昭
秘
、
ー
九
年
八
月
二
十
八
繕

　
七
十
，
、
歳
で
死
篇

跳び手と園し手の呼吸が合わないと　紛0回以上

は跳べませんでした

霰
鰻
騨
欝
髭

　
今
鰹
の
作
酷
は
、
　
「
風
の
谷
の
ナ

ウ
シ
ヵ
し
　
「
と
な
り
の
ト
ト
冒
し
の

鱒
瞬
駿
蜜
督
の
ア
ニ
メ
…
シ
ョ
ン
映

醐
「
紅
の
豚
秘
で
す
．

　
窯
人
公
は
、
自
分
に
麗
法
を
か
け

て
隊
と
な
っ
、
た
灘
金
稼
ぎ
の
粥
噴
、
、

海
賊
な
ら
ぬ
．
．
、
賊
レ
じ
て
恐
れ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
翼
に
も
愛
が
：
。

▼
β
　
時
　
八
月
　
↑
一
繕
（
灘
）

　
　
　
　
　
午
後
七
時
か
ら

▼
会
場
霜
然
休
養
柑
セ
ン
タ
ー

▼
題
名
紅
の
豚

’0

子
供
た
ち
の
健
全
育
成
の
た
め
ご
協
力
を
！

馨i藩　と　屡旨　r蜂こ、　i

察いど翰まで七、　う　（ノ）　1之　し．　、　幸馨

重愈　こ　ζよ　i．1．1ンセ鶴丁・1◎

域とうσ）q■学二1三
（7』）　で“　壱こ　　二避　　　　　拳交　　鷺

1葵藝　、達塗重共　　 箋峯 麟
ず系∫∫、ダ1）　煮：　　箋さ髪餐

・欝　”　〆ご　ち　　 3甕｛塞

力ζ1・1藷　ら　σ）　　 牽各養鍵

一・一　尊　藝芝葎婁　　 会季窪
匿1蔑雪 も、 、窪む　　カ§・セ

毒，工葬交び）繁f　　ぞサ　ン’

丁難薫　、カ』鯵曳　　 オ）　タ

　　　亀．、

ま
っ
て
、
異
剣
な
話
し
禽
い
を
し
乗
し

た　
苧
供
た
ち
と
　
聾
塀
遜
に
楼
し
て

？
母
親
も
、
動
離
れ
し
た
母
親
も

一
緒
鑓
な
っ
て
、
良
い
焦
柵
遡
慣
働

つ
け
る
た
め
に
講
し
奮
っ
た
り
、
注

憲
し
た
翰
、
励
ま
し
た
り
し
た
い
も

の
で
す
、

　
畢
供
に
注
慧
ず
る
に
は
、
窮
分
照

唐
瓢
も
あ
メ
程
度
き
び
し
く
F
　
け

れ
ば
な
り
象
せ
・

　
子
傑
た
ち
は
、
我
マ
西
入
の
す
る

こ
と
を
鍼
く
見
て
い
る
の
で
博

楽
し
か
っ
た
連
合
婦
入
会
役
員
り
ー
ダ
ー
研
修
会

　　勤鋭　σ）師と皆　てな’ら・　さ轟＋
嶽を体大夕と　’さ色全り醗私れ1こ三三撫
。　重テ　』欝　樫　べ　　美～　量・＾入、　々　　麟』　’　し・　量塞　濠　。よ　蕪　1雨

臼い館で1，二て縫にとが特てぜ）し、る夜警
　　　家で夕な迎時｛l」1苦簗1こい願たり　’報
頴し約食りえのか労こ斐都たい。1購が
！、二た：，二の憲　’佐楽，さ1．｝禽大が　　ダ連出
分こ惣1寺弁1．．ゲ野1、μれ濠の繭果　　1禽さ
か　醐灘た1タ、んて｛．．，悪がに　購婦れ
れ．　頭をく｝ム美でいプ1、：い小腿　修i入て
　、　と食　 と先もる‘）方琴嚢い　愈』会い
ポ　体ベ　ダ生ら彩乏　を状た　が役た
1　の　’　ンをお樋　隙態の　　翻鰻七
ル　運1　｝　ス講・う0）　いにか　鰹金月

を
爾
一
足
に
は
さ
ん
鴫
、
翼
ー
イ
ド
ン
の

リ
レ
ー
、
こ
れ
は
な
か
な
か
難
し
か

っ
た
芦
す
．

　
次
は
ウ
チ
ワ
の
t
に
小
詩
、
辱
な
ボ
ー

ル
を
乗
せ
て
落
」
な
い
よ
う
に
廷
り

次
の
入
£
渡
す
リ
レ
ー
、
．
榊
れ
は
思

っ
た
よ
り
簡
離
．
、
し
た
，

　
ゲ
ー
・
の
終
り
は
ジ
鎗
、
ン
ケ
、
〆
テ

ー
プ
取
り
辮
箏
肇
、
し
た
．

　
…
人
が
闘
本
の
塗
…
プ
乱
特
　
、

ジ
短
、
、
、
、
ケ
ン
℃
勝
っ
た
人
は
積
獅
の

一
…
フ
慶
二
奉
も
ら
い
、
　
ご
溢
影
く

ヅ
…
プ
を
取
っ
た
人
は
十
六
塞
も
持

っ
て
い
ま
し
た
．

　
次
は
，
切
罫
の
な
い
贈
り
も
の
」

と
い
う
歌
》
．
罫
話
遊
び
。

　
ダ
／
ス
は
「
纒
癒
撰
の
う
た
」
と

「
パ
メ
ハ
メ
ハ
ふ
人
薫
し
搬
丸
、
坤
お
窟
燃
ら

れ
　
、
闘
蓼
な
ダ
ン
ス
で
し
た

　
授
償
は
「
お
め
で
た
・
．
．
顕
ー
と
い

う
踊
り
で
、
ア
ッ
・
ζ
い
う
闘
”
に
麟
『
醐
一

が
過
ぎ
て
し
ま
い
美
し
た
。

　
色
々
な
集
り
の
機
会
に
、
思
い
繊

し
て
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
℃
し

ょ
う
か
．

　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　醗　 ．

　　　《　、　　　　　 、

　　　ぐへ　　＾ハ

警　　　　　　レ
　（　リ　イ4　適世　　　戸、
　　　　　　　ハ　9　　㌔へ　‘！’

多㌶

…
ぎ
…
…
ミ
…
凝

　　　㎜　　　｝　　い　甲
』軸・帥

纂
威
撒
集
獲
採
罵
盤
越
蜷
載

　
　
消
防
事
務
維
糞
溝
防
職
貫
募
集

　　　曜■　　　“』　　酬『　　輔　｝　｛　一｛“

　
上
越
地
域
消
跡
躯
務
羅
瓜
，
、
は
、

平
戒
志
ハ
影
度
｝
殊
用
の
～
綿
隣
職
，
興
葎
。
弊

墨
し
て
い
衷
す
ゆ

▼
職
種
及
び
採
駕
予
建
人
員

　
．
稽
防
愛
　
　
戴
．
動
　
㎜
軒
名

▼
受
験
資
格

臼D

学
歴
及
び
年
齢

　
昭
穂
照
新
二
年
繭
増
一
鷺
以
降
轍

焦
ま
れ
た
煮
て
、
隔
，
隅
等
掌
校
以
上
を

、
鋳
．
堪
し
た
黄
、
ま
た
縫
｝
戚
　
季

題
に
卒
、
飛
見
込
み
の
醤
。

ω
身
体
基
準

　
搬
蓬
…
窯
パ
○
㎝
以
熱
、
捧
璽
ー

五
置
㎏
以
上
、
胸
囲
…
身
藻
の
概
ね

瓢
分
の
一
以
乱
、
禰
わ
…
爾
眼
と
も

裸
眼
槻
力
○
・
。
、
、
似
上
を
奮
し
、
色

鉱
　
を
　
　
、
　
留
α
フ
　
　
　
　
　
狂
　
難

様
　
　
！
讐
　
　
琢
帰
ノ
…
メ
｛
三
　
拳

▼
試
験
臼
及
び
会
場
（
第
㎝
次
試
験
）

…　
審
山
市
で
七
月
二
目
か
、
　
．
鷺
議

で
翻
催
さ
れ
た
、
臨
陸
地
区
体
奮
指

軸噛榊軸皿㎜｝｝

難
幽
鞍
耀
惑
撫
雛
陸
蜷
匿

体
鳶
指
導
委
員
協
議
套
　
．
．
　
　
　
難

丸出サワさん

O
ド
成
蕊
事
瓦
絹
駈
粍
鷺
（
臼
》

○
ヒ
越
地
域
消
紡
懸
務
継
蕊
消
紡
承

　
部
｛
上
越
櫛
北
城
聴
一
丁
嶽
）

▼
禽
格
翌
袈

　
十
屑
熱
鰐
、
曼
験
暫
全
縄
に
デ
、
。

　
　
豊
知
し
ま
す
、

　
な
お
、
第
　
次
試
験
は
篤
一
次
試

験
　
犠
器
糧
覇
繕
・
撮
断
を
麺
傭
し
、

瀬
接
試
験
葬
災
施
し
ま
す
。

▼
受
盤
期
間

　
単
成
鴛
雑
へ
月
↑
一
譲
（
水
）
か
ら

八
弩
二
十
五
繕
ハ
水
〉
牽
で

▼
受
験
串
込
み
絹
紙
の
交
付

　
消
防
本
郭
及
び
消
隣
轡
、
分
遣
斬

　
繊
校
撫
、
む
首
は
聾
校
酬
慧
の
用
紙

▼
闘
い
合
わ
せ
先

　
消
防
本
餐
総
務
灘
企
爾
入
箏
係

　
費
○
　
潜
蔦
ー
二
煮
ー
、
一
九
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鑓

　一脚　譜文　憂　　 撃1義

．こ　o　i　蓑霞 美私棄ミ

オし　　・ソ　と　i、b糞
力・　　｛ノ）　し　さ　章多

ら　　 褻警て入．を’
も　　 美気葬看1よ・受

ア磯　　 善，二露1参乏■姦箋

～1襲　　㌻峯，さ磯三し

つ　　 ノフ濠し籔r憲
バご　　　さ　 、（り　し

く　　れ、葵駐1奉た
ノ1ど　　て 森三’置『f　ぐ

、さ　　 し｝　も書濤

し、　　 豪　ス 3鐸

箏
闘
概
鯵
撫
ぐ
、
薫
之
撫
の
丸
山
サ

ワ
さ
ん
が
岡
壇
区
体
毒
掲
導
婁
、
鰻
、
協

　
　
　
　
　
　
’
乏
　
　
　
　
　
　
こ
⇔

μ



1
卜
o
o
l

　　　　　　　懸曝鐵

　　　　　　　　鍵難難饗騰鱗擬

　
七
増
↑
日
夜
、
鵜
民
体
育
餓
で
第

穴
圃
な
が
な
わ
と
び
左
会
が
行
わ
れ

童
し
た
．

　
費
選
川
、
は
十
一
チ
…
ム
が
｛
警
加
ー
、
、

勉
の
チ
！
ム
の
闘
数
鵜
、
戴
に
し
な
が

　
　
　
　
　
ラ
て
い
ま
し
た
、

　
静
選
鍛
後
は
臨
年
度
、
位
の
ビ
…

ズ
チ
ー
ム
と
二
蘇
の
松
獄
’
ビ
ッ
ツ

チ
…
ム
で
、
議
o
が
簡
蟻
に
予
選
を

題
過
．
る
も
の
と
思
っ
、
て
い
家
し
た
。

　
し
か
し
、
　
㎜
圃
鷺
の
成
績
が
予
選

趨
懸
ど
こ
ろ
か
最
ド
位
墾
い
に
近
い

繍
交
の
た
め
、
．
一
鰍
瀬
転
は
相
覇
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た

　
黒
チ
ー
ム
と
も
．
皿
回
麟
幹
、
晒
数
を

増
や
し
家
し
た
が
、
結
禰
．
学
選
通
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醗

　
郡
内
に
は
数
々
の
文
化
財
・
史
跡

翰
瀞
が
残
さ
れ
て
い
塞
す
、

　
売
人
の
築
い
た
歴
史
の
足
跡
を
訪

ね
、
郷
士
の
素
購
　
し
さ
を
霧
発
艶

し
て
み
ま
せ
ん
か
、

　
藁
な
視
察
地
は
板
由
響
動
尊
、
虫

川
大
杉
、
燃
鶯
愉
購
な
ど
で
す
．

▼
期
　
β
　
八
月
二
十
薫
9
（
月
｝

▼
定
　
員
　
照
十
名

▼
縫
　
費
　
鰹
食
代
等
着
干
あ
り

▼
串
込
み
　
八
月
二
十
繍
ま
で
紅
公

　
　
　
　
　
熊
館
へ

㌧
で
ン
に
懸
し
豪
ー
　
、
丸
し
た
．

　
決
勝
戦
は
六
チ
ー
ム
で
行
わ
れ
、

で
選
か
ら
安
定
し
て
い
た
L
蝦
池
A

チ
ー
ム
が
逃
げ
切
り
蛋
し
た
、

　
豪
た
、
決
勝
戦
で
∵
⇔
○
瞬
を
超

え
斉
、
．
．
あ
ー
ム
は
、
す
べ
て
熱
布
川

地
区
の
チ
ー
ム
で
し
た
．

　
結
果
は
次
ω
と
お
り
で
す
．

▼
決
勝
戦
成
績

｝
戴
　
ヒ
鍛
池
A
　
　
　
、
．
難
翻

二
伶
貼
　
鵡
羅
川
　
．
響
　
　
　
　
　
一
二
山
ハ
醐
一

、
、
．
鷺
　
蹴
ヶ
池
　
　
　
　
一
　
）
団

▼
ジ
ャ
ン
プ
賞
（
予
選
の
成
績
）

一
泣
　
上
蝦
池
A
　
　
　
…
｝
一
圃

二
蝕
　
褻
絹
一
弩
　
　
　
　
九
．
翻

三
γ
嚇
　
ぐ
鴇
」
ー
　
　
　
　
　
　
　
＼
（
｝
ノ
嚢

　
皿
質
　
　
・
；
看
鱒
「
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ブ
　
【

　
畏
俗
資
料
館
ぐ
は
、
九
月
か
ら
特

瑚
展
の
瀾
催
（
保
坂
蒸
泉
展
）
を
セ

定
し
て
い
ま
す
、

　
故
保
坂
薫
衆
氏
は
鶏
、
撒
膓
勢
で
、

観
翰
．
！
、
牌
f
弩
　
駒
沢
大
挙
教
授
、
隅

大
学
総
蓬
を
膜
鉦
す
る
な
ど
、
多
方

醐
鑓
わ
た
っ
て
活
躍
さ
れ
る
一
方
、

芸
術
文
化
諏
に
お
け
タ
瀬
動
み
纈
欝

で
、
難
を
申
心
に
数
々
の
作
赫
を
遺

さ
れ
て
い
家
す
、

　
R
泉
歳
の
璽
、
（
灘
に
醸
ら
ず
ど

ん
な
も
の
で
も
結
構
で
す
〉
を
所
霧

さ
れ
て
い
る
方
で
．
特
瑚
展
に
お
貸

し
い
た
だ
け
る
方
は
公
一
疑
館
“
豪
で
ご

一
報
く
だ
さ
い
。

▼
保
坂
玉
集
略
歴

○
明
治
二
十
事
五
月
十
置
細
生
ま
れ

o
大
配
狂
年
　
駒
沢
大
学
教
授

○
昭
瀦
三
年
　
観
　
野
二
十
魁
世

o
昭
秘
十
年
　
駒
沢
大
掌
教
授

（
ー
轍
　
ー
一
．
…
罫
七
月
　
文
掌
博
勲

○
岡
年
八
月
　
駒
沢
大
学
総
幾

Q
昭
秘
、
ー
九
年
八
月
二
十
八
繕

　
七
十
，
、
歳
で
死
篇

跳び手と園し手の呼吸が合わないと　紛0回以上

は跳べませんでした

霰
鰻
騨
欝
髭

　
今
鰹
の
作
酷
は
、
　
「
風
の
谷
の
ナ

ウ
シ
ヵ
し
　
「
と
な
り
の
ト
ト
冒
し
の

鱒
瞬
駿
蜜
督
の
ア
ニ
メ
…
シ
ョ
ン
映

醐
「
紅
の
豚
秘
で
す
．

　
窯
人
公
は
、
自
分
に
麗
法
を
か
け

て
隊
と
な
っ
、
た
灘
金
稼
ぎ
の
粥
噴
、
、

海
賊
な
ら
ぬ
．
．
、
賊
レ
じ
て
恐
れ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
翼
に
も
愛
が
：
。

▼
β
　
時
　
八
月
　
↑
一
繕
（
灘
）

　
　
　
　
　
午
後
七
時
か
ら

▼
会
場
霜
然
休
養
柑
セ
ン
タ
ー

▼
題
名
紅
の
豚

’0

子
供
た
ち
の
健
全
育
成
の
た
め
ご
協
力
を
！

馨i藩　と　屡旨　r蜂こ、　i

察いど翰まで七、　う　（ノ）　1之　し．　、　幸馨

重愈　こ　ζよ　i．1．1ンセ鶴丁・1◎

域とうσ）q■学二1三
（7』）　で“　壱こ　　二避　　　　　拳交　　鷺

1葵藝　、達塗重共　　 箋峯 麟
ず系∫∫、ダ1）　煮：　　箋さ髪餐

・欝　”　〆ご　ち　　 3甕｛塞

力ζ1・1藷　ら　σ）　　 牽各養鍵

一・一　尊　藝芝葎婁　　 会季窪
匿1蔑雪 も、 、窪む　　カ§・セ

毒，工葬交び）繁f　　ぞサ　ン’

丁難薫　、カ』鯵曳　　 オ）　タ

　　　亀．、

ま
っ
て
、
異
剣
な
話
し
禽
い
を
し
乗
し

た　
苧
供
た
ち
と
　
聾
塀
遜
に
楼
し
て

？
母
親
も
、
動
離
れ
し
た
母
親
も

一
緒
鑓
な
っ
て
、
良
い
焦
柵
遡
慣
働

つ
け
る
た
め
に
講
し
奮
っ
た
り
、
注

憲
し
た
翰
、
励
ま
し
た
り
し
た
い
も

の
で
す
、

　
畢
供
に
注
慧
ず
る
に
は
、
窮
分
照

唐
瓢
も
あ
メ
程
度
き
び
し
く
F
　
け

れ
ば
な
り
象
せ
・

　
子
傑
た
ち
は
、
我
マ
西
入
の
す
る

こ
と
を
鍼
く
見
て
い
る
の
で
博

楽
し
か
っ
た
連
合
婦
入
会
役
員
り
ー
ダ
ー
研
修
会

　　勤鋭　σ）師と皆　てな’ら・　さ轟＋
嶽を体大夕と　’さ色全り醗私れ1こ三三撫
。　重テ　』欝　樫　べ　　美～　量・＾入、　々　　麟』　’　し・　量塞　濠　。よ　蕪　1雨

臼い館で1，二て縫にとが特てぜ）し、る夜警
　　　家で夕な迎時｛l」1苦簗1こい願たり　’報
頴し約食りえのか労こ斐都たい。1購が
！、二た：，二の憲　’佐楽，さ1．｝禽大が　　ダ連出
分こ惣1寺弁1．．ゲ野1、μれ濠の繭果　　1禽さ
か　醐灘た1タ、んて｛．．，悪がに　購婦れ
れ．　頭をく｝ム美でいプ1、：い小腿　修i入て
　、　と食　 と先もる‘）方琴嚢い　愈』会い
ポ　体ベ　ダ生ら彩乏　を状た　が役た
1　の　’　ンをお樋　隙態の　　翻鰻七
ル　運1　｝　ス講・う0）　いにか　鰹金月

を
爾
一
足
に
は
さ
ん
鴫
、
翼
ー
イ
ド
ン
の

リ
レ
ー
、
こ
れ
は
な
か
な
か
難
し
か

っ
た
芦
す
．

　
次
は
ウ
チ
ワ
の
t
に
小
詩
、
辱
な
ボ
ー

ル
を
乗
せ
て
落
」
な
い
よ
う
に
廷
り

次
の
入
£
渡
す
リ
レ
ー
、
．
榊
れ
は
思

っ
た
よ
り
簡
離
．
、
し
た
，

　
ゲ
ー
・
の
終
り
は
ジ
鎗
、
ン
ケ
、
〆
テ

ー
プ
取
り
辮
箏
肇
、
し
た
．

　
…
人
が
闘
本
の
塗
…
プ
乱
特
　
、

ジ
短
、
、
、
、
ケ
ン
℃
勝
っ
た
人
は
積
獅
の

一
…
フ
慶
二
奉
も
ら
い
、
　
ご
溢
影
く

ヅ
…
プ
を
取
っ
た
人
は
十
六
塞
も
持

っ
て
い
ま
し
た
．

　
次
は
，
切
罫
の
な
い
贈
り
も
の
」

と
い
う
歌
》
．
罫
話
遊
び
。

　
ダ
／
ス
は
「
纒
癒
撰
の
う
た
」
と

「
パ
メ
ハ
メ
ハ
ふ
人
薫
し
搬
丸
、
坤
お
窟
燃
ら

れ
　
、
闘
蓼
な
ダ
ン
ス
で
し
た

　
授
償
は
「
お
め
で
た
・
．
．
顕
ー
と
い

う
踊
り
で
、
ア
ッ
・
ζ
い
う
闘
”
に
麟
『
醐
一

が
過
ぎ
て
し
ま
い
美
し
た
。

　
色
々
な
集
り
の
機
会
に
、
思
い
繊

し
て
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
℃
し

ょ
う
か
．

　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　醗　 ．

　　　《　、　　　　　 、

　　　ぐへ　　＾ハ

警　　　　　　レ
　（　リ　イ4　適世　　　戸、
　　　　　　　ハ　9　　㌔へ　‘！’

多㌶

…
ぎ
…
…
ミ
…
凝

　　　㎜　　　｝　　い　甲
』軸・帥

纂
威
撒
集
獲
採
罵
盤
越
蜷
載

　
　
消
防
事
務
維
糞
溝
防
職
貫
募
集

　　　曜■　　　“』　　酬『　　輔　｝　｛　一｛“

　
上
越
地
域
消
跡
躯
務
羅
瓜
，
、
は
、

平
戒
志
ハ
影
度
｝
殊
用
の
～
綿
隣
職
，
興
葎
。
弊

墨
し
て
い
衷
す
ゆ

▼
職
種
及
び
採
駕
予
建
人
員

　
．
稽
防
愛
　
　
戴
．
動
　
㎜
軒
名

▼
受
験
資
格

臼D

学
歴
及
び
年
齢

　
昭
穂
照
新
二
年
繭
増
一
鷺
以
降
轍

焦
ま
れ
た
煮
て
、
隔
，
隅
等
掌
校
以
上
を

、
鋳
．
堪
し
た
黄
、
ま
た
縫
｝
戚
　
季

題
に
卒
、
飛
見
込
み
の
醤
。

ω
身
体
基
準

　
搬
蓬
…
窯
パ
○
㎝
以
熱
、
捧
璽
ー

五
置
㎏
以
上
、
胸
囲
…
身
藻
の
概
ね

瓢
分
の
一
以
乱
、
禰
わ
…
爾
眼
と
も

裸
眼
槻
力
○
・
。
、
、
似
上
を
奮
し
、
色

鉱
　
を
　
　
、
　
留
α
フ
　
　
　
　
　
狂
　
難

様
　
　
！
讐
　
　
琢
帰
ノ
…
メ
｛
三
　
拳

▼
試
験
臼
及
び
会
場
（
第
㎝
次
試
験
）

…　
審
山
市
で
七
月
二
目
か
、
　
．
鷺
議

で
翻
催
さ
れ
た
、
臨
陸
地
区
体
奮
指

軸噛榊軸皿㎜｝｝

難
幽
鞍
耀
惑
撫
雛
陸
蜷
匿

体
鳶
指
導
委
員
協
議
套
　
．
．
　
　
　
難

丸出サワさん

O
ド
成
蕊
事
瓦
絹
駈
粍
鷺
（
臼
》

○
ヒ
越
地
域
消
紡
懸
務
継
蕊
消
紡
承

　
部
｛
上
越
櫛
北
城
聴
一
丁
嶽
）

▼
禽
格
翌
袈

　
十
屑
熱
鰐
、
曼
験
暫
全
縄
に
デ
、
。

　
　
豊
知
し
ま
す
、

　
な
お
、
第
　
次
試
験
は
篤
一
次
試

験
　
犠
器
糧
覇
繕
・
撮
断
を
麺
傭
し
、

瀬
接
試
験
葬
災
施
し
ま
す
。

▼
受
盤
期
間

　
単
成
鴛
雑
へ
月
↑
一
譲
（
水
）
か
ら

八
弩
二
十
五
繕
ハ
水
〉
牽
で

▼
受
験
串
込
み
絹
紙
の
交
付

　
消
防
本
郭
及
び
消
隣
轡
、
分
遣
斬

　
繊
校
撫
、
む
首
は
聾
校
酬
慧
の
用
紙

▼
闘
い
合
わ
せ
先

　
消
防
本
餐
総
務
灘
企
爾
入
箏
係

　
費
○
　
潜
蔦
ー
二
煮
ー
、
一
九
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鑓

　一脚　譜文　憂　　 撃1義

．こ　o　i　蓑霞 美私棄ミ

オし　　・ソ　と　i、b糞
力・　　｛ノ）　し　さ　章多

ら　　 褻警て入．を’
も　　 美気葬看1よ・受

ア磯　　 善，二露1参乏■姦箋

～1襲　　㌻峯，さ磯三し

つ　　 ノフ濠し籔r憲
バご　　　さ　 、（り　し

く　　れ、葵駐1奉た
ノ1ど　　て 森三’置『f　ぐ

、さ　　 し｝　も書濤

し、　　 豪　ス 3鐸

箏
闘
概
鯵
撫
ぐ
、
薫
之
撫
の
丸
山
サ

ワ
さ
ん
が
岡
壇
区
体
毒
掲
導
婁
、
鰻
、
協

　
　
　
　
　
　
’
乏
　
　
　
　
　
　
こ
⇔

μ



ー
o
o
o
o
ー

夏
の
火
災
予
防
運
動

　
璽
休
み
・
お
盆
を
迎
え
、
鰯
憲
客

や
観
光
客
で
町
内
の
人
鷺
匂
急
激
に

鱒
撫
し
、
火
織
を
取
り
扱
う
機
会
が

多
く
な
り
、
火
災
の
発
鷹
が
響
え
み

れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
膿
議
期
に
お
け

る
火
災
の
防
止
を
目
的
に
実
施
し
ま

す
の

　
　
8
7
n
～

⑨
仏
纏
の
醐
り
か
・
ン
の
出
火
防
止
．
り

　
特
に
ロ
ー
ソ
ク
・
線
秀
の
転
倒
に

　
漁
慧
す
る
．

⑪
ナ
供
の
花
火
、
火
遊
び
に
よ
る
火

　
災
防
止
．

　
花
火
を
す
る
と
き
は
必
ず
大
人
が

　
つ
い
て
い
る
こ
と
。

9
月
9
日
は
救
急
の
日

　
　
9
／
5
～
9
／
11
は
救
急
医
療
週
問

　
救
急
の
欝
及
び
救
慾
緩
療
週
間
は
、

救
急
鷹
療
及
び
救
急
業
務
に
対
す
る

疋
し
い
理
解
と
認
識
を
國
厩
か
ら
深

め
て
も
ら
う
た
め
と
、
救
急
医
療
関

係
潜
の
慧
識
の
蕎
揚
を
図
る
た
め
紅

設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
浄

▼
救
急
壌
を
利
用
す
る
と
き

　
救
急
灘
を
呼
ぶ
と
き
は
、
次
の
こ

と
を
あ
わ
て
ず
は
っ
き
り
伝
え
ま
し

ょ
う
。

①
救
急
纂
数
等
の
発
生
場
漸
と
近
く

　
の
目
標

②
ヶ
ガ
人
や
病
入
の
現
姦
の
容
体
、

　
慧
識
や
呼
吸
の
袴
無
等

　
そ
し
て
、
救
急
軍
の
サ
イ
レ
ン
が

聞
え
て
き
た
ら
、
外
へ
出
て
傷
病
蕎

8720

の
い
る
場
斯
へ
案
内
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
急
手
当
の
方
法
を
覚
え
よ
う

　
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
闘
に

適
切
な
応
急
手
溺
を
行
う
と
、
傷
病

暫
の
救
命
率
が
格
段
に
高
ま
る
こ
と

が
鷹
学
的
に
も
明
・
か
に
さ
れ
て
い

ま
す
．

　
救
急
講
欝
会
の
闘
催
に
つ
い
て
の

闘
い
禽
わ
せ
は
分
遣
勝
ま
で
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．
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台
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預
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難
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の
不
滋
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や
、

　
う
っ
か
り
に
よ
る
火
災
防
止
。

＠
強
風
鱒
で
の
花
火
・
焚
火
．
董
羅
、
外

　
で
の
火
の
硬
胴
に
淀
慧
す
る
．

⑪
掌
校
・
公
共
施
設
利
用
蓄
の
火
氣

　
の
取
り
扱
い
、
利
胴
後
の
火
の
元

　
確
認
を
徽
底
湊
せ
る
。
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所
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の
予
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や
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り
に
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テ
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で
す
。
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午
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八
時
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牽
分
、

　
烹
・
銭
曜
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、
祝
田
は
終
繕
実
施
。

　
　
な
お
、
琶
爵
番
弩
と
八
・
九
月
分

　
の
内
容
は
次
の
と
詔
り
で
す
。
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ご
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．
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す
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で
電
線
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れ
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と
大
変
危
険
で
す
、

　
釣
り
を
す
る
縛
は
、
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り
㌔
竃
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が
あ
る
か
ど
う
か
十
分
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し
て
く

だ
さ
い
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ま
た
、
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供
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淀
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．
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．

　
切
れ
た
毯
線
に
は
絶
対
に
触
れ
な

い
磐
＼
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鯵麟葛構域藩乙姦喰癒輪裟謬1の懸、慧ひざ1覧くださ》》。

＠霞　磯　8月建籔㈱～錫鐵㈲、餐蔚3磯～穣後5蒔霧懸

＠場　漸　霞然稼養緯懸ンター叢嚢議露

温泉街一斉休業日のお知らせ

　9月i黛・2鷺は温泉街の一斉休業臼です。

族館・飲食店・温象センターは休みとなりますので淀意してくだ
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　ただし、罠犠iゆ駆）しまとおふくろ館は営業し蜜す。

　ご迷域をおかけし象すが、ご理解とご協力をお願いします．
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瞭庭も侮園力薯襲窯議》濠づ蕗

　奪園の響i真展ぽ、紹1灘鰍箏機蔚灘の松違鋤鯨の暮らし潔毅が鐵く

鯵麟葛構域藩乙姦喰癒輪裟謬1の懸、慧ひざ1覧くださ》》。

＠霞　磯　8月建籔㈱～錫鐵㈲、餐蔚3磯～穣後5蒔霧懸

＠場　漸　霞然稼養緯懸ンター叢嚢議露

温泉街一斉休業日のお知らせ

　9月i黛・2鷺は温泉街の一斉休業臼です。

族館・飲食店・温象センターは休みとなりますので淀意してくだ

さい。

　ただし、罠犠iゆ駆）しまとおふくろ館は営業し蜜す。

　ご迷域をおかけし象すが、ご理解とご協力をお願いします．
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